
喫緊課題（１）
 

知的財産戦略本部の機能強化

府省個別施策

知的財産戦略本部

府省連携施策

関係府省

戦略に基づき
細分化施策の見直し

戦略に基づき
横断的施策

グローバル時代の
「知的財産戦略」策定

総合科学技術会議議員 相 澤 益 男
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喫緊課題（２）大学等知財システムの再構築

１大学等知財システムの組織設置は進んだが、国の組織設置
支援事業は縮小。
－大学知財本部（文部科学省）
－TLO（経済産業省）

しかし、自立運営できる組織はきわめて少ない。

２
 

大学等は知財の豊かな源泉。イノベーションのグローバル化・
オープン化の時代に向けて、大学等知財システムの再構築が
喫緊の課題。

－広域システム、共通システム等、組織・体制の設計
－産学官連携施策とリンクした「総合的・体系的施策」



☆九州大学

○熊本大学

○

 

広島大学

○

 

山口大学

○

 

徳島大学

☆

 

京都大学

☆

 

大阪大学

○

 

神戸大学

☆

 

奈良先端科学技術大学院大学

○

 

大阪府立大学

☆

 

立命館大学

○

 

筑波大学

○

 

群馬大学・埼玉大学

☆

 

東京大学

☆

 

東京医科歯科大学

☆

 

東京農工大学

☆

 

東京工業大学

○

 

東京海洋大学

○

 

電気通信大学

○

 

横浜国立大学

☆

 

慶応義塾大学

○

 

東海大学ほか２機関

※

 

東京理科大学ほか２機関

○

 

日本大学

○

 

明治大学

※

 

早稲田大学

○

 

情報・ｼｽﾃﾑ研究機構ほか3機関

※

 

北海道大学

○

 

岩手大学

☆

 

東北大学

中国・四国地区

近畿地区

九州地区

北海道・東北地区

関東地区

中部地区

※

 

山梨大学

 

(※は新潟大と共同提案) 

○

 

静岡大学

☆

 

名古屋大学

○

 

北陸先端科学技術大学院大学合計４３件

「大学知的財産本部整備事業」の実施機関
 

地域別分布図（19年度）

（注）１．（下線）はスーパー産学官連携本部選定機関（６機関（H17～））を示す。
２．☆は国際的な産学官連携の推進体制整備選定機関（12機関（H19））を示す。

※は特色ある国際的な産学官連携の推進機能支援プログラム５件(６機関)を示す。

〈

 

特色ある知的財産管理・活用機能
支援プログラム対象機関 〉

※

 

九州工業大学

〈

 

特色ある知的財産管理・活用機能
支援プログラム対象機関 〉

○

 

金沢大学
※

 

新潟大学

 

ほか４機関(※は新潟大のみ)

○

 

信州大学
○

 

岐阜大学
○

 

名古屋工業大学
○

 

豊橋技術科学大学

〈

 

特色ある知的財産管理・活用機能
支援プログラム対象機関 〉

○首都大学東京

〈

 

特色ある知的財産管理・活用機能
支援プログラム対象機関 〉

○ 岡山大学

国立大学

 

３３件
公立大学

 

２件
私立大学

 

７件
大学共同利用機関

 

１件

文部科学省資料



東京大学ＴＬＯ（東大）
日本大学産官学連携知財センター（日大）
筑波リエゾン研究所（筑波大）
早稲田大学産学官研究推進センター（早大）
理工学振興会（東工大）
慶應義塾大学知的資産センター（慶大）
東京電機大学産官学交流センター（電機大）
山梨ティー・エル・オー（山梨大）
タマティーエルオー（創価大、都立大）
明治大学知的資産センター（明大）
よこはまティーエルオー（横国大、横市大）
生産技術研究奨励会（東大）
農工大ティー・エル・オー（農工大）
キャンパスクリエイト（電通大）
日本医科大学知的財産・ベンチャー育成（ＴＬＯ）

 
センター（日医大、日獣医大）
東京理科大学科学技術交流センター（理科大）
オムニ研究所（長岡技大）
千葉大学産学連携・知的財産機構（千葉大）
東京工業大学産学連携推進本部（東工大）
群馬大学研究・知的財産戦略本部（群馬大）

東北テクノアーチ（東北大）

北海道ティー・エル・オー（北大）

浜松科学技術研究振興会（静大）

名古屋産業科学研究所（名大）
三重ティーエルオー（三重大）
豊橋キャンパスイノベーション（豊橋技科大）

関西ティー・エル・オー（京大、立命館大）
新産業創造研究機構（神大）
大阪産業振興機構（阪大）
岡山県産業振興財団（岡山大）
奈良先端科学技術大学院大学産官学連携推進

 
本部（奈良先端大）

テクノネットワーク四国（四国地域の大学等）

山口ティー・エル・オー（山口大）

産学連携機構九州（九大）
北九州産業学術推進機構（九工大）

くまもとテクノ産業財団（熊本大）

2009年5月現在

金沢大学ティ・エル・オー（金沢大）

鹿児島ＴＬＯ（鹿児島大）

（

 

）内は主な提携大学

みやざきＴＬＯ（宮崎大）

承認TLOは４７機関、認定TLOは４機関承認TLOは４７機関、認定TLOは４機関

大分ＴＬＯ（大分大）

ひろしま産業振興機構（広島大）

長崎ＴＬＯ（長崎大）

佐賀大学ＴＬＯ（佐賀大）

新潟ティーエルオー（新潟大）

信州ＴＬＯ（信州大）

富山大学知的財産本部（富山大）

経済産業省資料



大
学
の
教
員
等
の
任
期
に
関

 

す
る
法
律
等

大
学
等
技
術
移
転
促
進
法

大
学
等
技
術
移
転
促
進
法

産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法

知
的
財
産
基
本
法

国
立
大
学
法
人
化

国が「知財推進計画」を策定

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
25

遠
山
プ
ラ
ン
、
平
沼
プ
ラ
ン

教
育
基
本
法
改
正

第
一
回
産
学
官
連
携

推
進
会
議
（
京
都
）

日本版”バイドール”条項
（＝国の研究委託の成果を受託者へ帰属）

法人格の取得、承認ＴＬＯへの出資
特許の機関帰属 等

第３期科学技術基本計画第２期科学技術基本計画第１期科学技術基本計画

Ｈ０８Ｈ０８ Ｈ０９Ｈ０９ Ｈ１０Ｈ１０ Ｈ１１Ｈ１１ Ｈ１２Ｈ１２ Ｈ１３Ｈ１３ Ｈ１４Ｈ１４ Ｈ１５Ｈ１５ Ｈ１６Ｈ１６ Ｈ１７Ｈ１７ Ｈ１８Ｈ１８ Ｈ１９Ｈ１９ Ｈ２０Ｈ２０ Ｈ２１Ｈ２１

承認ＴＬＯ制度
（＝大学等の研究成果の産業への移転を促進）

大学の役割として
社会貢献を明文化

第
３
期
科
学
技
術
基
本
計
画

第
２
期
科
学
技
術
基
本
計
画

第
１
期
科
学
技
術
基
本
計
画

大学知的財産本部整備事業

産学官連携戦略展開事業

ＪＳＴ事業

文部科学省事業

先端融合領域イノベーション創出拠点の形成

知的クラスター創成事業

都市エリア産学官連携促進事業

産学官連携拠点の形成支援

産学官連携支援事業
産学官連携高度化促進事業

独創的シーズ展開事業

産学共同

 
シーズイノベーション化事業

新規事業指向型研究成果展開事業

 

等
‘５８～

 

委託開発事業

研究成果最適

 
展開支援事業

技術移転支援センター事業

研究成果最適移転事業

地域イノベーション創出総合支援事業

戦略的イノベーション創出推進事業

若手研究者ベンチャー創出推進事業

独創的研究成果育成事業

 

等

‘９５生活・社会技術開発事業

 
‘９６地域研究開発促進拠点支援事業

 
‘９７地域結集型共同研究事業

 

等

文部科学省・JSTが講じてきた産学官連携施策の変遷・経緯 文部科学省資料



Ｈ０８Ｈ０８ Ｈ０９Ｈ０９ Ｈ１０Ｈ１０ Ｈ１１Ｈ１１ Ｈ１２Ｈ１２ Ｈ１３Ｈ１３ Ｈ１４Ｈ１４ Ｈ１５Ｈ１５ Ｈ１６Ｈ１６ Ｈ１７Ｈ１７ Ｈ１８Ｈ１８ Ｈ１９Ｈ１９ Ｈ２０Ｈ２０ Ｈ２１Ｈ２１

経済産業省等が講じてきた産学官連携施策の変遷・経緯
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イ
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本
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第
一
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（
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日本版”バイドール”条項
（＝国の研究委託の成果を受託者へ帰属）

法人格の取得、承認ＴＬＯへの出資
特許の機関帰属 等

第３期科学技術基本計画第２期科学技術基本計画第１期科学技術基本計画

承認ＴＬＯ制度
（＝大学等の研究成果の産業への移転を促進）

大学の役割として
社会貢献を明文化

第
３
期
科
学
技
術
基
本
計
画

第
２
期
科
学
技
術
基
本
計
画

第
１
期
科
学
技
術
基
本
計
画

産学連携製造中核人材育成事業

大学発事業創出実用化研究開発事業

大学等技術移転促進事業

産学人材育成パートナーシップ事業

産業クラスター計画

地域新生コンソーシアム研究開発事業
地域イノベーション創出研究開発事業

地域イノベーション創出共同体形成事業

創造的産学連携体制整備事業

先端イノベーション拠点整備事業

産総研イノベーションスクール及び専門技術者短期育成事業

産総研事業

経済産業省事業

ＮＥＤＯ事業

経済産業省資料
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